













ARCHIVES アーカイブズ 第 56 号』「沖縄県公文書館所
蔵資料展　むかし沖縄　戦前の資料あれこれ」平成 31
年 2 月 14 日発行）。そこには八重山神社地鎮祭祭文の















お も と だ け
茂登岳（沖縄県最高峰、標高 525.5 ｍ）の






































八重山神社建設については昭和 10 年 8 月の時点で話
題となっており、昭和 14 年中に数回にわたり神社建設
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　一　醵出金並ニ寄附金ノ収受整理ニ關スルコト
　一　合祀スベキ祭神ニ關スルコト
















































ま き は し ら
木柱し
めて齋ひ奉り新
























ふ と の り と
祝詞もちてはらひきよめ
やがて遷し奉らむ御























を見た（『海南時報』昭和 15 年 5 月 2 日、8 月 11 日、





















総予算額は 50,000 円、収入内訳は郡内 4 ヶ町村負担
金 10,000 円、一般寄附金 40,000 円、支出内訳は社殿
造営費 25,000 円、境内参道整備費 9,900 円、基本金積
立金 5,000 円、祭器具調度費 700 円、設計監督費 1,500



















































5 月には中断、次いで昭和 18 年に県主導で第二次の県
社「八重山神社」創立計画が動き出す。沖縄県知事は昭


























八重山神社建設は中断することになった。5 月 6 日開催
の評議員会で「種々重要協議」（『海南時報』昭和 16 年































社格 社名 祭神 鎮座地
県社 普天間宮 伊弉冊尊　速玉男尊　事解男尊 中頭郡宜野湾村
〃 斎場神社 天照大神　斎場御嶽神 島尻郡知念村






〃 八重山神社 伊弉冊尊　速玉男尊　事解男尊 八重山郡石垣町
郷社 浮島神社 天照大神 那覇市松下町
〃 名護神社 天照大神　名護御嶽神 国頭郡名護町



































會協議題」昭和 15 年 8 月 30 日
か『沖縄県公文書館』所蔵
32














（昭和 11 年 9 月 26 日）・「ユタを検挙　沖縄県で根絶
期す」（昭和 14 年 3 月 18 日）・「八重山神社建設に関
し来郡の糸永宮司と語る　国体明徴強調と国体宣揚
に努む」（昭和 14 年 7 月 18 日）・「字宮良の宗教改革
　正しい敬神生活へ」（昭和 16 年 4 月 17 日）・「指導
者だ「ノロ」にも新体制　町内各拝所の神行事刷新」（昭
和 19 年 1 月 17 日）・「香炉撤去　神拝形式刷む登野
城部落の英断」（昭和 19 年 2 月 23 日）・「石垣大濱全
つかさが戦捷祈願」（昭和 19 年 7 月 1 日）（『宜野湾
市史　第六巻資料編五』昭和 62 年 2 月 28 日・『石垣




護国神社関係資料」（大濱用一氏寄贈資料、寄贈資料番号 43 ～ 55 ま
での資料、閲覧用資料コード 0000011673）。特に 7 は鉛筆書メモの「昭
和 16 年 5 月 6 日の評議員会会長挨拶草稿」
8、「神社創立案ニ関スル件」（『波名城　波上宮誌　通史』編集波上宮






垣島方面陸海軍作戦」』132 ～ 134 頁、沖縄戦史刊行会、1996 年）（平
成 30 年 12 月 15 日「近代沖縄における祭祀再編と神社」研究班開催
の「研究会」での発表者坂井久能氏のレジュメ「営内神社とは何か― 
独立混成第 45 旅団の八重山神社を事例として ―」より）
10、元独立歩兵第 298 大隊中隊長山下律彦「石垣島の思い出―独立
歩兵第二九八大隊に所属して」（石垣市史編纂室『市民の戦時 ･ 戦後
体験記録』第一集、179 ～ 197 頁、石垣市役所、1983 年）（註 9 と
同じく坂井久能氏のレジュメより）
11、志田毅「日誌・空の生活（抄）（石垣市史編纂室『市民の戦時 ･























（昭和 19 年 12 月 30 日地鎮
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